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2 実質公債費比率が6年連続で改善実質公債費比率が6年連続で改善

4 財政健全化より一層進む財政健全化より一層進む

（わくわく園のいも掘り）（わくわく園のいも掘り）



25年度誕生“ミズモ”と“ルームフレグランス”

予
防
医
療
さ
ら
に
充
実

　
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
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平
成
25
年
度
一
般
・
特
別

会
計
決
算
認
定
を
中
心

に
審
査
し
た
今
定
例
会
は
、
町

の
財
政
状
況
を
示
す
４
つ
の
健

全
化
判
断
比
率
（
Ｐ
４
・
表
３

参
照
）
と
簡
易
水
道
・
下
水
道
・

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
の
資

金
不
足
比
率
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
中
で
、
実
質
公
債
費

比
率
は
10
・
５
％
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
１
・
２
ポ
イ

ン
ト
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
任
意
で
実
施
し
て
き
た
繰
り

上
げ
償
還
に
よ
る
も
の
が
主
な

も
の
で
す
。
ま
た
、
経
常
収
支

比
率
は
86
・
２
％
で
、
前
年
度

よ
り
1
・
5
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
債
費
の

減
少
や
計
画
的
な
職
員
の
定
員

　
９
月
定
例
会
を
、
９
月
９
日
か
ら
19
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開

き
ま
し
た
。
審
議
し
た
議
案
は
平
成
25
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
決
算
認

定
な
ど
20
議
案
。
そ
の
全
て
を
、原
案
の
と
お
り
認
定・可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
２
議
員
が
登
壇
し
て
町
政
を
た
だ
し
、
陳
情
１

件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

実質公債費比率が10.5％

6年連続で改善する

管
理
に
よ
る
人
件
費
の
減
少
な

ど
が
主
な
要
因
で
す
。

一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入

１
２
３
億
７
２
１
０
万

円
、
歳
出
１
１
９
億
４
９
３
３

万
８
千
円
で
歳
入
歳
出
差
引
４

億
２
２
７
６
万
２
千
円
で
す
。

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事
業

な
ど
５
つ
の
特
別
会
計
決
算
も
、

す
べ
て
が
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。議会

で
は
、
９
月
９
日
に

決
算
の
説
明
を
受
け
、

18
日
に
全
体
質
疑
を
行
い
採
決

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般

会
計
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
を
賛
成
多
数
（
賛
成
15
人
・

反
対
２
人
）
で
、
そ
の
他
の
４

特
別
会
計
は
全
員
賛
成
で
認
定

し
ま
し
た
。
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今
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

新
た
に
５
歳
以
下
の
水
痘
予
防
接

種
費
用
全
額
補
助
と
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

費
用
に
対
し
て
３
千
円
補
助
、
合

わ
せ
て
９
７
９
万
５
千
円
の
経
費

を
追
加
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
で
可
決
し
た
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
Ｂ
Ｃ
Ｇ

な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
病

気
の
感
染
拡
大
防
止
を
図
り
、
各

自
の
健
康
保
持
や
医
療
費
の
軽
減

に
寄
与
で
き
ま
す
。

町
で
は
早
朝
実
施
し
て
い
る

胃
が
ん
検
診
や
各
種
検
診

を
行
う
こ
と
で
、
自
ら
の
健
康
に

対
す
る
認
識
と
自
覚
を
高
め
、
疾

病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
セ
ル
フ
ケ
ア

（
注
）
推
進
方
針
を
作
成
し
、

10
月
か
ら
具
体
的
な
施
策
を
進
め

健
康
長
寿
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
ふ
る
さ
と
美

郷
応
援
寄
付
金
が
１
４
０

万
円
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
２
４
０
万
円
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
導
入
の
た
め
の

電
算
保
守
委
託
料
２
８
８
万
円
な

ど
で
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に

１
億
１
５
２
５
万
２
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総

額
を
１
１
４
億
４
７
７
６
万
３
千

円
と
し
ま
し
た
。

（
注
）
健
康
管
理
を
自
分
自
身
で

行
う
こ
と
。

健康第一、早期健診



歳入歳出

●議会費 1億2669万8千円（1.06％）
●労働費 141万8千円（0.01％）
●商工費 4億901万円（3.42％）
●消防費 5億6731万円（4.75％）
●災害復旧費 6680万8千円（0.56％）
●諸支出金 6億3365万5千円（5.3％）

●議会費 1億2669万8千円（1.06％）
●労働費 141万8千円（0.01％）
●商工費 4億901万円（3.42％）
●消防費 5億6731万円（4.75％）
●災害復旧費 6680万8千円（0.56％）
●諸支出金 6億3365万5千円（5.3％）

民生費
27億1055万円
（22.68％）

民生費
27億1055万円
（22.68％）

衛生費
7億9284万9千円
（6.64％）

衛生費
7億9284万9千円
（6.64％）

土木費
12億8473万8千円
（10.75％）

土木費
12億8473万8千円
（10.75％）

教育費
16億684万6千円
（13.45％）

教育費
16億684万6千円
（13.45％）

公債費
19億3657万3千円
（16.21％）

公債費
19億3657万3千円
（16.21％）

総務費
12億5151万9千円

(10.47％）

総務費
12億5151万9千円

(10.47％）

農林水産業費
5億6136万7千円

（4.70％）

農林水産業費
5億6136万7千円

（4.70％）

注⑦注⑦

歳入

町税
14億6436万9千円
（11.84％）

町税
14億6436万9千円
（11.84％）

●分担金及び負担金
8492万1千円（0.69％） 
●使用料及び手数料
1億3102万円（1.06％）
●財産収入
2653万3千円（0.21％）

●分担金及び負担金
8492万1千円（0.69％） 
●使用料及び手数料
1億3102万円（1.06％）
●財産収入
2653万3千円（0.21％）

注①注①

県支出金
6億1759万4千円（4.99％）
県支出金
6億1759万4千円（4.99％）

注④注④

国庫支出金
11億590万6千円
（８．９4％）

国庫支出金
11億590万6千円
（８．９4％）

地方交付税
62億6723万9千円
（50.66％）

地方交付税
62億6723万9千円
（50.66％）

町債
10億4640万円
（8.46％）

町債
10億4640万円
（8.46％）

依依

自自

注④注④

注③注③
注②注②

注⑤注⑤

注⑥注⑥

源源財財
存存

主主
財財

源源
4億8348万7千円
（3.91％）

●繰越金
4億8348万7千円
（3.91％）

2億1753万3千円
（1.76％）

●繰入金
2億1753万3千円
（1.76％）

987万円（0.07％）

4億1240万3千円（3.33％）

●寄付金
987万円（0.07％）
●諸収入
4億1240万3千円（3.33％）

●地方譲与税
2億5328万5千円（2.05％）
●利子割交付金
332万9千円（0.03％）
●配当割交付金
367万3千円（0.03％） 
●株式譲渡所得割交付金
409万3千円（0.03％） 
●地方消費税交付金
1億7954万5千円（1.45％）
●自動車取得税交付金
5170万9千円（0.42％）
●地方特例交付金
541万6千円（0.04％）
●交通安全対策特別交付金
377万1千円（0.03％）
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注①町税：町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など
注②町債：町が資金調達のために行う長期借入（借金）のこと
注③地方交付税：自治体ごとの税収の差をならし、どこでも
一定水準以上の行政サービスを提供するため、国の税金
（所得税、法人税、酒税など）の一部を地方自治体に配分
するお金のこと

注④国庫・県支出金：特定の事業をするために、その経費に
使うことを条件として、国や県から交付されるお金のこと

注⑤自主財源：町税や使用料・手数料など、町が独自に調達
するお金のこと

注⑥依存財源：地方交付税や国庫・県支出金など、国や県か
ら入ってくるお金のこと

注⑦公債費：地方債の元金と利子などの返済に充てる経費の
こと

注⑧実質赤字比率：一般会計などの実質赤字の比率
注⑨連結実質赤字比率：全ての会計の実質赤字の比率
注⑩実質公債費比率：公債費及び公債費に準じた経費の比重
を示す比率

注⑪将来負担比率：地方債残高のほか一般会計などが将来負
担すべき実質的な負債の比率

注⑫債務負担行為：地方公共団体が建設工事をしたり土地を
購入する場合、数年度にわたる債務について契約などで
将来の支出を約束するもの。乱用すると将来の財政運営
を悪化させる恐れがある

財政健全化より

健全化判断比率 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 早期健全化基準

①実質赤字比率（注⑧） － － － － － 13.65%

②連結実質赤字比率（注⑨） － － － － － 18.65%

③実質公債費比率（注⑩） 16.3% 14.2% 12.8% 11.70% 10.5% 25.0%

④将来負担比率（注⑪） 95.1% 66.6％ 46.1% 37.40％ 9.9% 350.0%

※赤字（資金不足）額がないものは該当なしのため「－」を表示しています。

	 	 単位：千円
　　　　会　計　名 歳入決算 歳出決算

一般会計 12,372,100	 11,949,338

国民健康保険特別会計 2,740,886	 2,557,618	

簡易水道事業特別会計 443,392	 443,295	

下水道事業特別会計 186,840	 182,236	

農業集落排水事業特別会計 192,883	 190,239	

後期高齢者医療特別会計 184,034	 183,746	

合　計 16,120,135 15,506,472 

　平成25年度 各会計の収支決算総括表

　町の借金と職員人件費、預金（基金）の残高推移表

　健全化判断比率
表 2 表 3

表１

一層進む
　 平成 25 年度一般・特別会計の決算内容を
図表で掲載し、町の監査委員の決算審査意見
を要約して掲載します。 

審　査　意　見

　25年度財政状況の特徴的な内容は、財政健
全化の取り組みとして、さらに基金の積み立
てと町債の繰上償還を行ったことで、実質公
債費比率が 10.5％（前年比マイナス 1.2 ポイ
ント）、経常収支比率は 86.2％（前年比マイ
ナス 1.5 ポイント）に改善しており、財政健
全化に向けた取り組みが数値に反映されてい
る。実質収支は前年度と比較すると 11.63％
減少しているが、歳出における積立金及び繰
上償還金が増えたことによる。
　なお、プライマリーバランスを考慮し、臨
時財政対策債の借り入れをしなかったことは、
将来の財政負担を勘案すれば適切な措置であ
る。
　町の将来像を見据え一定の行政水準を維持
しながら義務的経費削減の努力や、町債の繰
上げ償還等の事業展開を行なっており評価す
る。

（抜粋・要約）

区分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

町 債 残 高 16,431,552 16,325,433 15,679,307 14,763,612 14,062,756 13,478,089 13,088,336	 12,351,577	

債務負担行為残高（注⑫） 1,266,316 680,369 338,127 292,065 277,902 202,792 179,463	 136,998	

職 員 人 件 費 2,351,542 2,251,455 2,165,974 2,075,104 2,014,488 1,973,032 1,946,614	 1,905,926	

基 金 残 高 2,546,636 2,946,653 3,617,143 3,929,737 4,653,428 4,954,923 4,974,063	 5,398,175	

▼
用
語
解
説

（年度末残高）単位：千円

一般会計決算

将来負担比率　9.9％に

審査する久米代表監査委員と飛澤監査委員



高齢者に親しまれている温泉

松くい虫防除の樹幹注入

泉
（
美
）
議
員　

税
金
の
減
免
額

は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
増
え
て
い

る
の
か
。

税
務
課
長　
町
民
税
は
７
件
で
25

万
８
千
８
百
円
、
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
１
８
２
件
、
１
千
５
０

５
万
６
千
円
、
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
、
１
３
２
件
で
79
万
２
千

３
０
０
円
の
減
免
と
な
っ
て
い
る
。

減
免
額
に
つ
い
て
は
、
横
ば
い
状

態
だ
。 税

金
の
減
免
額
は
横
ば
い
状
態
で
あ
る

９
月
18
日
、
平
成
25
年
度
一
般
・
特
別
会
計
決
算
の
質
疑
・
討
論
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
要
約
し
お
伝
え
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
は

熊
谷
（
良
）
議
員　

温
泉
利
用
券

と
、
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
助

成
券
の
対
象
者
と
使
用
率
は
。
ま

た
、
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施

術
者
に
対
す
る
審
査
は
。

福
祉
保
健
課
長　
い
ず
れ
も
65
歳

以
上
の
６
８
９
５
名
が
対
象
で
、

温
泉
券
は
３
０
２
２
名
に
交
付
し
、

使
用
率
は
50
・
２
％
で
ほ
ぼ
横
ば

い
状
態
で
あ
る
。
は
り
・
灸
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
券
は
１
５
４
７
名
に
交

付
し
、
使
用
率
は
16
・
６
％
で
微

減
で
あ
る
。
施
術
者
に
対
し
て
は

３
年
ご
と
に
審
査
し
て
い
る
。

実
施
は
難
し
い

泉
（
美
）
議
員　

ご
み
の
量
が
増

え
て
い
る
、
減
量
対
策
と
し
て
資

源
化
や
細
分
別
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
。

住
民
生
活
課
長　
ご
み
全
体
量
は

増
え
て
い
る
が
資
源
化
率
は
変
わ

っ
て
い
な
い
。
細
分
別
に
つ
い
て

は
大
仙
・
美
郷
環
境
事
業
組
合
で

ご
み
処
理
を
し
て
お
り
、
大
仙
市

と
も
協
議
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

ず
処
理
方
法
も
変
わ
る
た
め
、
検

討
課
題
で
は
あ
る
が
実
施
は
難
し

い
。松

く
い
虫
防
除
は

武
藤
議
員　

松
く
い
虫
防
除
対
策

の
現
状
と
駆
除
計
画
は
。

農
政
課
長　
６
月
に
地
上
散
布
を

し
た
。
そ
の
後
は
12
月
に
仏
沢
公

園
の
松
に
樹
幹
注
入
を
し
て
い
る
。

樹
幹
注
入
の
薬
効
が
４
年
間
と
さ

れ
て
い
る
の
で
、
４
年
に
一
回
の

駆
除
計
画
を
実
施
し
て
い
く
。

交
通
量
の
多
い

　
　
　
道
路
を
優
先

武
藤
議
員　

道
路
の
ラ
イ
ン
引
き

の
優
先
順
位
や
計
画
は
。

建
設
課
長　
交
通
量
の
多
い
道
路

が
最
優
先
だ
。
歩
道
の
場
合
は
特

に
注
意
を
し
て
早
め
に
実
施
し
て

い
る
。

一
般
会
計

　
歳
　
入

　
歳
　
出

  

反
対
討
論

一
般
会
計
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　

泉
（
美
）
議
員　

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
状
況
の
下
、
町
民

生
活
向
上
の
た
め
の
一
定
の
施
策
の
予
算
執
行
は
認
め
る
も
の

の
、
地
域
経
済
政
策
効
果
の
高
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援

事
業
１
戸
あ
た
り
の
助
成
金
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
や
、
地
方
財

政
抑
制
の
た
め
に
人
件
費
削
減
を
進
め
る
な
ど
、
国
の
地
方
財

政
計
画
に
沿
っ
た
予
算
執
行
で
あ
り
、
賛
成
で
き
な
い
。

一
般
会
計
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　

中
村
議
員　

各
般
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
推
進
や
白
色
ラ
ベ
ン

ダ
ー
「
美
郷
雪
華
」
に
よ
る
特
産
品
の
開
発
、
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
な
ど
評
価
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
財
政
に
お
い
て

も
経
常
収
支
比
率
や
実
質
公
債
費
比
率
が
改
善
す
る
な
ど
、
財

政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
評
価
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　

泉
（
美
）
議
員　

国
保
税
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
、
住
民
か
ら
は

間
違
い
で
は
な
い
か
と
役
場
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

住
民
の
暮
ら
し
の
大
変
さ
か
ら
見
れ
ば
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
を
し
、
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
で
あ
り
反

対
す
る
。

  

賛
成
討
論

  

反
対
討
論

株
券
所
有
の
取
り
扱
い
は

深
澤
（
均
）
議
員　

有
価
証
券
の

取
り
扱
い
と
保
有
状
況
は
。

総
務
課
長　
秋
田
放
送
は
68
株
、

東
北
電
力
１
５
５
１
株
な
ど
を
所

有
し
、
株
式
の
所
有
は
配
当
金
と

し
て
入
っ
て
き
て
い
る
が
、
合
併

前
の
町
村
で
持
っ
て
い
た
も
の
で

美
郷
町
に
な
っ
て
か
ら
は
新
た
な

所
有
は
な
い
。

不
備
の
な
い
よ
う
に
指
導

泉
（
美
）
議
員　

監
査
委
員
審
査

意
見
の
中
で
、
補
助
金
に
つ
い
て

一
部
団
体
に
お
い
て
内
容
の
精
査

を
欠
く
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、

内
容
と
対
応
は
。

総
務
課
長　
実
績
報
告
の
不
備
で
、

適
正
な
指
導
を
し
て
い
く
。

　
25
年
度
決
算
質
疑
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

熊
谷
（
隆
）
議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
内
容
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

総
務
課
長　
平
成
27
年
10
月
に
番

号
が
通
知
さ
れ
、
平
成
28
年
1
月

か
ら
順
次
利
用
が
始
ま
る
。
社
会

補
償
制
度
な
ど
に
使
わ
れ
、
添
付

書
類
が
い
ら
な
く
な
る
な
ど
手
続

き
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
る
。

　
作
成
の
具
体
は

深
澤
（
均
）
議
員　

庁
舎
内
案
内

小学校全学年を
放課後児童の対象に

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定

一
般
会
計
補
正
予
算

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定

内
容　

待
機
児
童
解
消
の
た
め

の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

内
容　

対
象
児
童
を
こ
れ
ま
で

の
１
年
生
～
３
年
生
を
６
年
生

ま
で
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

澁
谷
議
員　

支
援
の
単
位
と
指
導

員
は
何
名
の
予
定
か
。
ま
た
、
低

学
年
と
高
学
年
が
一
緒
に
な
り
、

い
じ
め
な
ど
の
心
配
は
な
い
か
。

教
育
総
務
課
長　
１
単
位
40
名
と

し
て
、
現
在
15
名
の
指
導
員
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
じ
め
な

ど
の
な
い
よ
う
に
低
学
年
、
高
学

年
を
分
け
て
対
応
す
る
予
定
だ
。

看
板
作
成
の
具
体
は
。

総
務
課
長　
わ
か
り
や
す
い
誘
導

看
板
を
つ
く
る
た
め
、
業
者
な
ど

か
ら
提
案
し
て
い
た
だ
き
、
審
査

の
上
３
月
ま
で
完
成
さ
せ
た
い
。

　
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

活
用

熊
谷
（
良
）
議
員　
　

湧
太
郎
南

側
土
地
購
入
後
の
活
用
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
駐
車
場
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用
す
る
。

　
30
件
分
を
追
加

熊
谷
（
良
）
議
員　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の

追
加
内
容
は
。

建
設
課
長　

８
月
末

で
77
件
の
申
し
込
み

が
あ
り
、
９
月
以
降

の
見
込
み
と
し
て
30

件
分
を
追
加
し
た
。

　

広
報
で
周
知
す
る

森
元
議
員　

水
道
施
設
工
事
の
内

容
と
、
設
計
管
理
委
託
料
８
０
０

万
円
の
減
額
内
訳
は
。
ま
た
、
関

係
住
民
へ
の
周
知
は
。

建
設
課
長　
千
畑
中
央
地
区
簡
易

水
道
事
業
の
浄
水
場
、
取
水
施
設

建
設
の
た
め
の
工
事
費
で
、
委
託

料
の
減
額
は
一
丈
木
地
区
に
計
画

し
て
い
た
配
水
タ
ン
ク
増
設
計
画

の
見
直
し
に
よ
る
も
の
だ
。
工
事

内
容
は
広
報
な
ど
で
周
知
す
る
。

今定例会で審議した条例制定、一般会計・特別会計、各
補正予算に対しての質疑を要約してお伝えします。

　第７回　議会臨時会提出議案一覧（7/17）

　第８回　議会臨時会提出議案一覧（8/4）

　第９回　議会定例会提出議案一覧（9/9～9/19）

発議第4号　	 農業委員会委員の推薦について　　　　　　　　　　	 〈賛成１６人で原案可決：欠席１人〉
議案第61号	 平成26年度一般会計補正予算第4号　　　　　	 〈賛成１６人で原案可決：欠席１人〉

議案第62号	 工事請負契約の一部変更について　　　　　　　　　	　	 〈賛成１４人で原案可決：欠席３人〉
議案第63号	 平成26年度一般会計補正予算第5号　　　　　		 〈賛成１４人で原案可決：欠席３人〉
議案第64号	 平成26年度簡易水道事業特別会計補正予算第3号　	 〈賛成１４人で原案可決：欠席３人〉

認定第1号　	 平成25年度一般会計決算認定について　　　　　　　	 〈賛成１５人：反対２人で原案承認〉
認定第2号　	 平成25年度国民健康保険特別会計決算認定について　	 〈賛成１５人：反対２人で原案承認〉
認定第3号　	 平成25年度簡易水道事業特別会計決算認定について　　　　　	 〈全員賛成で原案承認〉
認定第4号　	 平成25年度下水道事業特別会計決算認定について　　　　　　	 〈全員賛成で原案承認〉
認定第5号　	 平成25年度農業集落排水事業特別会計決算認定について　　　	 〈全員賛成で原案承認〉
認定第6号　	 平成25年度後期高齢者医療特別会計決算認定について　　　　	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第65号	 工事請負契約の締結について　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第66号	 過疎地域自立促進計画の一部変更について　　　　　　　　　	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第67号	 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
	 基準を定める条例の制定について　　　　　　　　　　　　　　　　	　	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第68号	 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第69号	 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第70号	 宿泊交流館の設置及び管理に関する条例の制定について　　　	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第71号	 屋内スポーツ館の設置及び管理に関する条例の制定について　	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第72号	 特定地区公園条例の一部改正について　　　　　　　　　　	 　〈全員賛成で原案承認〉
議案第73号	 平成26年度一般会計補正予算第6号　　　　　　　　	　　　	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第74号	 平成26年度国民健康保険特別会計補正予算第2号　　	　　　	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第75号	 平成26年度簡易水道事業特別会計補正予算第4号　　　　	　	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第76号	 平成26年度下水道事業特別会計補正予算第2号	　　　　　　	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第77号	 平成26年度農業集落排水事業特別会計補正予算第2号　	　　	 〈全員賛成で原案承認〉
議案第78号	 平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算第2号　	　　　	 〈全員賛成で原案承認〉

　採決で賛否が分かれた議案を掲載しています。この他は、全員賛成で可決しました。
　議長は採決には加わりません。 ○：賛成　●：反対　

認定第1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

認定第2号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
議
決
結
果

議員名

澁
谷

俊
二

鈴
木

良
勝

伊
藤

福
章

中
村
美
智
男

村
田

薫

泉

繁
夫

深
澤

均

武
藤

威

泉

美
和
子

細
井

邦
男

熊
谷

隆
一

藤
原

政
春

飛
澤
龍
右
エ
門

森
元

淑
雄

熊
谷

良
夫

杉
澤

隆
一

深
沢

義
一

髙
橋
　

猛

 ◎平成26年第9回議会定例会

議案採決結果

リフォーム中の住宅

条例 ・補正予算質疑

熊
谷
（
良
）
議
員　

現
在
町
内
で

待
機
児
童
は
い
る
か
、
ま
た
、
今

後
利
用
料
金
の
改
正
は
あ
る
か
。

教
育
総
務
課
長　
町
内
に
は
待
機

児
童
は
い
な
い
。
ま
た
、
利
用
料

金
の
大
き
な
改
正
は
な
い
。　
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町政を問う

美郷中学校　授業風景

深澤　均 議員

学校教育にかける思いは
教育長「将来の町を担ってくれる子どもの育成を」

議
員　

美
郷
町
の
教
育
に
つ
い
て

う
か
が
う
。

①
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ

い
て
、
公
表
や
分
析
・
課
題
へ
の

取
り
組
み
は
。

②
学
校
教
育
に
つ
い
て
教
育
長
の

抱
負
は
。

教
育
長　
①
昨
年
度
は
、
学
校
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
っ
た
の
で
、
今

年
度
は
分
析
終
了
後
、
速
や
か
に

公
表
し
個
人
表
を
配
布
す
る
こ
と

に
し
た
。
ま
た
、
全
国
や
県
の
結

果
と
比
較
し
、
成
果
や
課
題
を
把

握
し
て
授
業
の
改
善
に
生
か
し
て

い
る
。

②
自
立
し
て
生
き
て
い
け
る
一
人

前
の
大
人
に
成
長
さ
せ
る
た
め
に
、

幼
児
、
小
学
校
、
中
学
校
教
育
が

ど
の
よ
う
に
あ
れ
ば
良
い
か
、
次

の
６
点
を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
、
知
・
徳
・
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
育
成
す
る
。

二
、
熱
中
し
て
取
り
組
む
体
験
の

多
い
子
ど
も
に
な
る
こ
と
を
目

指
す
。

三
、
体
験
的
活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
の
交
流
を
推
進
す
る
。

四
、
ふ
る
さ
と
学
習
の
充
実
を
推

進
す
る
。

五
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
安

全
で
適
切
な
使
用
に
つ
い
て
指

導
を
充
実
さ
せ
る
。

六
、
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学

校
の
連
携
を
大
切
に
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を
い
れ
、

ふ
る
さ
と
を
愛
し
誇
り
に
思
い
、

将
来
の
町
を
内
外
か
ら
担
っ
て
く

れ
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

美
郷
町
農
業
の
最
優
先

課
題
は

議
員　

農
業
は
町
の
基
幹
産
業
で

あ
り
、
な
か
で
も
米
づ
く
り
は
そ

の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た

が
、
今
年
の
概
算
金
は
過
去
最
低

と
な
り
、
そ
の
影
響
は
地
域
の
担

い
手
で
あ
る
認
定
農
業
者
ほ
ど
大

き
い
。
さ
ら
に
、
減
反
廃
止
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
経

営
が
予
測
さ
れ
る
が
、
町
の
農
業

の
最
優
先
課
題
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
う
か
が
う
。

町
長　
規
模
拡
大
、
付
加
価
値
農

産
物
生
産
、
作
目
複
合
化
、
新
規

就
農
者
の
確
保
、
す
べ
て
の
項
目

が
そ
れ
ぞ
れ
関
連
し
て
お
り
、
序

列
化
し
た
整
理
で
は
な
く
横
一
線

の
最
優
先
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
国
や
県
の
施
策
を
総

合
的
に
俯ふ

か
ん瞰
し
、
そ
れ
に
町
独
自

の
施
策
を
追
加
し
て
い
く
意
識
で

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

２
議
員
が

６
項
目
を
質た

だ

す
深澤　　均　議員

◇美郷町の教育について　　　　　　・・・・・掲載
◇美郷町の農業について　　　　　　・・・・・掲載
◆安全・安心な町づくりについて　　
　質問）	 町内で緊急車両の入れない狭小な町道について、その実態と施策は。
　町長）	 	道路幅員が整備基準以下の狭隘な未整備町道は３３路線であり、整備基準に基づき順

次整備していく。

泉　美和子　議員

◇農業問題について　　　　　　　　・・・・・掲載
◇ロタウイルスワクチン接種費用の助成を　　　・・・・・掲載
◆子ども・子育て支援新制度について
　質問）	 保育料について、町独自軽減措置の維持、保育料の上乗せ徴収をしないことを求める。
　教育長）	 保護者の負担軽減から町独自の上乗せ補助を当面継続する。オプション保育の保育料

上乗せについては現在のところ考えていない。

質　問　者
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第7回臨時会
仙南小学校の屋外教育
環境整備費などを追加

第8回臨時会
秋田県消防操法大会
出場経費などを追加

　

７
月
17
日
、
第
７
回
臨
時
会
を
開
催
し
、
町
農

業
委
員
会
委
員
の
改
選
に
伴
い
、
議
会
推
薦
の
農

業
委
員
と
し
て
井
関
一
良
氏
（
扇
田
）
を
推
薦
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
審

議
し
原
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
事
業
負
担

金
や
豪
雪
に
よ
る
ニ
テ
コ
名
水
庵
蔵
部
分
の
屋
根

修
繕
費
、
仙
南
小
学
校
の
屋
外
教
育
環
境
整
備
費
、

秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝
実
行
委
員
会
へ
の
補
助

金
な
ど
の
追
加
で
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

の
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
４
９
９
万
４
千
円

を
追
加
し
て
総
額
を
１
１
３
億
３
０
８
３
万
９
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
、
第
８
回
臨
時
会
を
開
催
し
、
千
畑

中
央
地
区
簡
易
水
道
浄
水
施
設
築
造
工
事
の
契
約

金
額
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
審

議
し
原
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
、
町
消
防
団
の
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
出

場
経
費
、
六
郷
東
根
運
動
広
場
の
松
く
い
虫
処
理

経
費
な
ど
の
追
加
で
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予

算
の
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
６
７
万
２
千
円

を
追
加
し
て
総
額
を
１
１
３
億
３
２
５
１
万
１
千

円
と
し
ま
し
た
。

◇陳情第9号　消費税10％への引き上げの中止を求める意見書の提出についての陳情
	 秋田県商工団体連合会　会長　小玉　正憲
　〔採択５人：不採択11人：保留１人〕

請願・陳情請願・陳情
不採択としました

採決結果

〈
総
務
常
任
委
員
長
報
告
〉

中
村
委
員
長　
消
費
税
10
％
引

き
上
げ
は
、
景
気
の
動
向
を
判

断
し
決
定
す
る
こ
と
が
法
律
で

決
ま
っ
て
い
る
。
社
会
保
障
費

の
財
源
確
保
か
ら
や
む
を
得
ず
、

不
採
択
と
す
る
。

〈
採
択
意
見
〉

泉
（
美
）
議
員　
４
月
か
ら
の

消
費
税
の
増
税
で
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
ま
す
ま
す
大
変
に
な

っ
て
い
る
。
円
安
に
よ
り
物
価

は
上
昇
し
、
実
質
賃
金
は
下
が

り
、
消
費
が
減
少
す
る
悪
循
環

に
陥
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
10
％

に
上
げ
た
ら
ア
ベ
ノ
不
況
と
な

っ
て
し
ま
う
。
住
民
の
暮
ら
し

と
地
域
経
済
を
守
る
た
め
、
増

税
中
止
の
声
を
上
げ
る
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
。
法
的
に

も
経
済
状
況
の
好
転
が
な
い
場

合
は
増
税
し
な
い
と
定
め
て
い

る
。
是
非
採
択
を
し
て
意
見
書

を
提
出
す
る
べ
き
だ
。

議
員　

農
業
問
題
つ
い
て
う
か
が

う
。

①
政
府
は
「
農
業
委
員
会
・
農
業

生
産
法
人
・
農
業
協
同
組
合
」
の

３
点
の
改
革
を
行
う
こ
と
を
表
明

し
た
。
農
業
へ
の
企
業
進
出
を
最

優
先
し
、
家
族
農
業
中
心
の
農
政

の
あ
り
方
を
、
根
本
か
ら
覆
す
内

容
だ
。
こ
の
改
革
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

②
本
年
産
あ
き
た
こ
ま
ち
の
概
算

金
が
１
等
米
60

当
た
り
、
８
千

５
０
０
円
と
決
ま
り
前
年
よ
り
３

０
０
０
円
低
い
過
去
最
低
額
と
な

っ
た
こ
と
で
、
農
家
に
大
き
な
不

安
が
広
が
っ
て
い
る
。
米
価
暴
落

に
よ
る
町
の
影
響
額
は
ど
れ
く
ら

い
か
。
ま
た
、
国
に
対
し
緊
急
の

過
剰
米
処
理
を
行
い
、
価
格
安
定

を
図
る
よ
う
求
め
る
べ
き
と
思
う

が
。

泉　美和子 議員

町
長　
①
議
員
が
指
摘
さ
れ
た
３

点
に
加
え
、
す
で
に
動
き
出
し
て

い
る
農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設

が
あ
り
、
そ
の
状
況
を
把
握
す
る

と
、
企
業
進
出
を
最
優
先
し
、
家

族
中
心
の
営
農
ス
タ
イ
ル
を
根
本

か
ら
覆
す
内
容
と
は
な
っ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
指
摘
の

３
点
は
、
ま
だ
法
案
化
さ
れ
て
い

な
い
の
で
具
体
的
な
影
響
を
現
時

点
で
論
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

断
片
的
に
伝
わ
っ
て
く
る
内
容
か

ら
す
る
と
、
議
員
発
言
の
よ
う
な

方
向
で
取
り
組
む
内
容
で
は
な
い

と
理
解
し
て
い
る
。

　

②
米
価
暴
落
の
影
響
額
は
前
年

産
と
比
較
し
10
億
５
千
万
円
減
少

す
る
と
試
算
し
て
い
る
。
し
か

し
、
国
で
は
収
入
減
少
に
よ
る
農

業
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た

農
家
不
安
へ
の
対
応
は

町
長

「
速
や
か
な
補
填
を
要
望
」

め
、「
な
ら
し
対
策
」
と
、「
円
滑

化
対
策
」
が
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
補
填
さ
れ
れ
ば
実
質
４

億
円
ほ
ど
の
減
少
と
な
る
。
目
先

の
米
価
調
整
の
た
め
だ
け
に
過
剰

米
処
理
を
要
望
し
て
い
く
こ
と
は
、

猫
の
目
農
政
の
肯
定
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。
ま
ず
は
「
な
ら
し
対

策
」
の
補
填
が
速
や
か
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
を

議
員　

小
児
の
感
染
症
予
防
対
策

と
し
て
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を

す
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
う
か

が
う
。

町
長　
県
内
で
助
成
し
て
い
る
自

治
体
は
、
３
市
町
村
で
、
全
国
で

も
１
０
０
程
度
と
聞
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

町
と
し
て
は
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
助
成

を
検
討
す
る
状
況
に
は
な
い
も
の

と
判
断
し
、
ま
ず
は
国
の
動
向
を

注
視
し
、
ま
た
町
内
医
療
機
関
か

ら
も
意
見
を
聞
く
な
ど
情
報
収
集

に
つ
と
め
る
。

　議長は採決には加わりません。 ○：採択　●：不採択　一：保留　
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議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
議
決
結
果

議員名

澁
谷

俊
二

鈴
木

良
勝

伊
藤

福
章

中
村
美
智
男

村
田

薫

泉

繁
夫

深
澤

均

武
藤

威

泉

美
和
子

細
井

邦
男

熊
谷

隆
一

藤
原

政
春

飛
澤
龍
右
エ
門

森
元

淑
雄

熊
谷

良
夫

杉
澤

隆
一

深
沢

義
一

髙
橋
　

猛

実りの秋を迎えて
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元職員室での研修

行政視察研修

　

研
修
１
日
目
、
新
潟
県
上
越
市

宿
泊
体
験
交
流
施
設「
月
影
の
郷
」

を
研
修
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
、
明
治
７
年
開
校
の
歴
史
あ
る

月
影
小
学
校
を
閉
校
し
平
成
17
年

６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
利

用
状
況
は
、
設
立
に
協
力
支
援
を

い
た
だ
い
た
都
内
の
四
大
学
「
法

町議会では、７月１日から３日まで行政視察を行い
ました。その内容を報告します。行政視察研修

空き校舎の活用を学ぶ

　

２
日
目
は
、
長
寿
日
本
一
、
長

野
県
南
部
、
松
川
町
を
訪
ね
、
以

下
の
３
点
に
つ
い
て
研
修
を
し
ま

し
た
。

①
医
療
費
抑
制
の
取
り
組
み

　

生
涯
に
わ
た
る
健
康
状
態
の
追

跡
、
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
の
が

特
徴
的
で
、
当
町
も
取
り
組
み
を

始
め
た
セ
ル
フ
ケ
ア
に
早
く
か
ら

取
り
組
み
、
ど
の
年
代
の
時
に
ど

の
よ
う
な
異
変
が
あ
っ
た
か
な
ど

を
客
観
的
に
見
れ
る
表
を
作
成
し
、

一
貫
し
た
健
康
相
談
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
診
断
の
結
果
を
症
状

に
よ
っ
て
分
類
し
、
個
別
相
談
の

　新潟県 上越市

　
長
野
県
　
松
川
町

　
長
野
県
　
御み

よ

た

代
田
町

優
先
順
位
を
決
め
、
重
症
な
方
に

は
継
続
的
に
訪
問
し
、
少
な
い
担

当
人
員
で
効
率
よ
く
運
営
し
て
い

ま
し
た
。

　

次
に
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
を
た
め

て
買
い
物
が
で
き
る
「
ま
つ
か
わ

健
や
か
マ
イ
レ
ー
ジ
」
事
業
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。
各
自
が
１
日

５
０
０
０
歩
以
上
歩
く
、
１
日
３

食
決
ま
っ
た
時
間
に
食
べ
る
、
毎

日
体
重
（
血
圧
）
を
計
る
な
ど
自

分
に
合
っ
た
毎
日
の
目
標
を
設
定

し
、
４
週
間
分
の
ポ
イ
ン
ト
の
合

計
数
に
よ
っ
て
商
店
街
発
行
の
お

買
い
物
ポ
イ
ン
ト
と
交
換
で
き
る

仕
組
み
で
、
な
か
な
か
長
続
き
し

な
い
健
康
管
理
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で

参
加
出
来
る
よ
う
に
し
継
続
性
を

も
た
せ
る
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア

と
感
心
し
ま
し
た
。

②
定
住
対
策
・
人
口
増
加
対
策

　

空
き
家
情
報
の
提
供
を
行
な
い
、

購
入
し
た
場
合
は
リ
フ
ォ
ー
ム
費

用
を
上
限
20
万
円
ま
で
補
助
す
る

制
度
や
土
地
を
取
得
し
住
宅
を
新

築
す
る
と
、
３
年
間
固
定
資
産
税

を
軽
減
を
し
て
い
ま
し
た
。
空
き

家
を
他
人
に
貸
し
て
い
る
場
合
、

住
民
税
は
非
課
税
と
し
、
固
定
資

　

研
修
３
日
目
は
、「
儲
か
る
農

業
を
多
く
の
人
と
地
域
に
普
及
さ

せ
よ
う
」
の
経
営
理
念
の
も
と
農

業
従
事
者
の
人
材
育
成
も
行
っ
て

い
る
、
長
野
県
の
㈲
ト
ッ
プ
リ
バ

ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

産
地
や
農
家
と
契
約
栽
培
し
た

野
菜
の
７
割
を
外
食
・
中
食
の
事

業
者
に
契
約
販
売
し
利
益
の
で
る

体
系
を
作
り
上
げ
、
そ
れ
を
オ
ー

プ
ン
に
し
て
普
及
に
も
努
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
全
国
か
ら
新
規
就

農
者
を
募
り
、
時
代
に
合
っ
た
農

業
経
営
や
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
実

践
で
き
る
人
材
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

社
長
と
の
質
疑
で
は
、
美
郷
町

の
農
業
に
も
触
れ
、
米
偏
重
か
ら

早
期
脱
却
し
、
売
上
１
千
万
円
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
取
り
組
む
よ
う
に

人
材
育
成
と
儲
か
る
農
業

定
住
対
策
・
人
口
増
・

少
子
化
対
策
を
学
ぶ

産
税
を
減
額
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
も
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

町
内
企
業
と
連
携
し
、
無
料
職
業

紹
介
所
を
開
設
し
定
住
を
後
押
し

し
て
い
る
の
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
、

教
育
現
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

将
来
帰
っ
て
き
た
く
な
る
ふ
る
さ

と
教
育
の
充
実
も
図
っ
て
い
ま
し

た
。

③
少
子
化
対
策

　

結
婚
支
援
と
し
て
、
社
会
協
議

会
に
事
務
を
委
託
し
、
結
婚
相
談

業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

政
・
早
稲
田
・
日
本
女
子
・
明
治
」

卒
業
論
文
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
開
催
や

「
越
後
田
舎
体
験
事
業
の
食
、
工

芸
、
農
業
、
自
然
体
験
」
で
の
小
・

中
学
生
・
高
校
性
・
大
学
生
の
受

け
入
れ
や
ジ
ュ
ニ
ア
系
の
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
等
が
主
な
も
の
で
し
た
。

　

町
で
も
、
学
校
再
編
が
完
了
し

た
、
商
工
会
、
消
防
団
、
住
民
有

志
に
よ
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
町
ぐ
る
み
で
結
婚
の
後
押
し

を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
他
、
町

で
は
結
婚
祝
い
金
制
度
、
不
妊
治

空
き
校
舎
を
活
用
し
て
の
宿
泊
交

流
施
設
の
建
設
が
進
む
中
、
参
考

に
な
り
ま
し
た
。　

療
費
50
万
円
ま
で
補
助
、
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。

と
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
い
た
だ
き
、
今
後

の
農
業
経
営
の
在

り
方
に
つ
な
が
る

有
意
義
な
研
修
で

し
た
。

　(有 ) トップリバーのレタス栽培

松川町庁舎前にて
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秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会

の
前
会
長
退
任
に
伴
い
、
７

月
22
日
の
理
事
会
に
お
い
て

当
町
議
会
議
長　

髙
橋　

猛

氏
が
新
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
前
任
者
の
残

任
期
間
と
な
る
平
成
27
年
５

月
16
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

❖
就
　
任
❖
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★クイズ回答
【問１】	 セルフメディケーションによる○○○○への取り組み。
　→　【回答】健康長寿

【問２】 	ラベンダ一の○○で造られた純米酒。
　→　【回答】酵母

みさと議会だより 第40号 
クイズ　回答と当選者

坂本　堅悦	様　　武藤　憲子	様　
坂本　禮子	様

◎クイズ当選者　抽選の結果、次の方が当選しました。

ご参加ください
第12回「住民と議会との懇談会」を開催

日　時 地　区 行政区 会　場 担当班

10月29日（水）
午後７時00分～

午後8時30分
千畑地区

土崎北部（飛沢） 飛沢会館 １班

上畑屋 上畑屋コミュニティセンター ２班

元本堂南部（荒井） 荒井会館 ３班

10月30日（木）
午後７時00分～

午後8時30分 仙南地区

八卦・熊堂 八卦会館 １班

扇田 扇田生活総合センター ２班

寺田・長岡森 寺田会館 ３班

10月31日（金）
午後７時00分～

午後8時30分 六郷地区

琴平 鑓田コミュニティセンター
（旧いきいき館） １班

本道町 下本道会館 ２班

四ッ屋 四ッ屋会館 ３班

１　班 ２　班 ３　班

深澤　　均　　泉　美和子
藤原　政春　　森元　淑雄
熊谷　良夫　　深沢　義一

澁谷　俊二　　鈴木　良勝
泉　　繁夫　　細井　邦男
熊谷　隆一　　髙橋　　猛

伊藤　福章　　中村美智男
村田　　薫　　武藤　　威
飛澤龍右ェ門　　杉澤　隆一

　町議会では、本会議の内容や議会活動の状況などを町民の皆さんに報告・説明し、議会に対す
る意見や要望をお聴きする機会として「住民と議会との懇談会」を開催します。
多くの皆さんのご参加をお待ちしております。

◆住民と議会との懇談会
みさと議会だより 第41号

研修会報告

◆研修会概要報告
みさと議会だより 第41号

　

７
月
17
日
、
大
仙
市
、
仙
北
市
、

美
郷
町
の
議
会
議
員
交
流
会
が
役

場
大
会
議
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
講
師
に
当
町
出
身

の
東
北
農
政
局
長
佐
々
木
康
雄
氏

か
ら
「
農
政
の
展
開
方
向
に
つ
い

て
」
の
演
題
で
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

佐
々
木
氏
は
、
農
政
改
革
の
必

要
性
や
今
後
の
減
反
政
策
の
方
向

性
に
触
れ
、
具
体
的
に
農
地
の
集

約
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
の
実
践

例
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
和
食
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

で
、
今
こ
そ
日
本
食
の
輸
出
を
世

東北農政局長 佐々木康雄氏 講演
（六郷東根出身）

界
に
拡
大
す
る
機
会
で
あ
る
と
く

く
っ
て
終
わ
り
ま
し
た
。

県
南
３
ヵ
町
村
研
修
会

　
　
　
（
羽
後
町
）

　

７
月
23
日
、
羽
後
町
、
東
成
瀬

村
、
美
郷
町
の
県
南
３
ヵ
町
村
の

議
会
議
員
連
絡
協
議
会
が
、
羽
後

町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
秋
田
県
総
務
部

財
政
課
長
の
光
永
祐
子
氏
か
ら

「
時
代
の
潮
流
へ
の
挑
戦
」
を
テ

ー
マ
に
人
口
減
少
社
会
や
国
の
農

政
改
革
へ
の
対
応
に
つ
い
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
の
激
し
い
中
で
も
農

業
を
産
業
と
し
て
強
く
し
、
農
地

の
多
面
的
機
能
を
維
持
し
、
今
後

10
年
間
で
所
得
を
倍
増
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
す
と
い
う
力
強
い
講
演

で
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
、
秋
田
市
に
お
い
て

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
研
修
会
で
は
、
明
治
大
学

の
牛
山
久
仁
彦
氏
か
ら
「
こ
れ
か

ら
の
町
村
議
会
の
あ
り
方
」
の
演

題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
会
改
革
に
つ
い
て
幅
広
く
話
さ

れ
、
最
後
に
出
席
議
員
か
ら
は
若

い
議
員
の
育
成
に
選
挙
費
用
の
公

費
支
出
に
つ
い
て
質
問
が
出
る
な

ど
活
発
な
内
容
で
し
た
。

　

続
い
て
政
治
評
論
家
田
﨑
史
郎

氏
の
「
こ
れ
か
ら
の
政
局
・
政
治

は
ど
う
動
く
」
と
い
う
演
題
で
は

国
政
の
動
き
、
流
れ
、
裏
話
、
さ

ら
に
は
単
一
農
協
の
大
切
さ
に
及

県
町
村
議
会
議
員
研

修
会

（
秋
田
市
）

ぶ
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
有
意

義
な
内
容
で
し
た
。

　

議
会
広
報
研
修
会
で
は
、
日
本

広
報
学
会
の
芳
野
政
明
氏
を
講
師

に
迎
え
「
読
ま
れ
、
親
し
ま
れ
、

議
会
活
動
が
伝
わ
る
広
報
づ
く

り
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
詳
し
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。当
町
の「
み

さ
と
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
は

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

２市１町研修会～美郷町～

講師の佐々木康雄氏

講師の田﨑史郎氏
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地球環境にやさしいベジタブルインキを
使用しています。
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シリーズ

●次回定例会は、12月上旬を予定しています。
　傍聴をお待ちしております。

応募方法／

あて先／

締切日／

〒019-1541　美郷町土崎字上野乙 170番地 10
美郷町議会事務局　議会だより係

平成 26年 11月 15日（当日消印有効）

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢を書
いてお送りください。正解者の中から抽選で３人
の方に粗品を差し上げます。
　また、議会へのご意見などもお待ちしてお
ります。

○に入る数字をお答えください

問1

問2

第12回住民と議会との懇談会は
10月○・○・○日

平成25年度決算での実質公債
費比率は○○.○％

速攻プレイヤーを目指して！

加藤三津子さん（石神）

　
私
は
小
学
校
３
年
生
か
ら

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始

め
、
中
学
校
２
年
生
の
時
に

秋
田
選
抜
に
入
り
、
県
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
方
々
と
プ

レ
ー
を
す
る
機
会
が
あ
り
、

湯
沢
翔
北
高
校
に
進
学
し
ま

し
た
。

　
高
校
で
は
県
優
勝
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
、
ウ
イ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ
に
出
場
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
自

分
は
大
学
進
学
を
希
望
し
て
い
ま

し
た
が
、先
生
か
ら
「
実
業
団
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
秋
田
銀
行
は
」
と
進

め
ら
れ
入
社
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

入
社
し
た
年
の
最
後
の
試
合
で
、

全
国
制
覇
し
ま
し
た
。
仕
事
と
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
の
両
立
が
難

し
く
、
実
業
団
と
い
う
レ
ベ
ル
に

つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
で
す
。

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
環
境
で
プ

レ
ー
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
知
ら

な
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
は
今
、

怪
我
を
し
て
チ
ー
ム
練
習
に
加

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
日
も
早

く
復
帰
し
、
練
習
時
間
の
少
な
い

中
で
少
し
で
も
早
く
チ
ー
ム
に
貢

献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
自
分
の
目
標
は
、走
る
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
先
頭
を
走
れ
る
速
攻
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
仕
事
が
終
わ
り
次
第
す
ぐ
練
習

と
の
こ
と
、
忙
し
い
仕
事
の
合
間

に
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（15番　身長：171㎝）
秋田銀行バスケットボール部　

後列右端が加藤選手


